
【はじめに】

　本日、平成28年２月市議会定例会を招集いたしましたところ、議
員の皆様にはご参集を賜り、厚く御礼を申し上げます。

　本定例会の開会にあたり、平成28年度会津若松市一般会計予算を
はじめとする諸案件のご審議をお願いするとともに、市政執行に取
り組む私の所信と施策の大綱を申し述べ、ご理解とご協力を賜りた
いと存じます。

【施政にあたっての基本的な認識・考え方】

　さて、平成28年度は「第６次長期総合計画」の最終年であります。

この計画期間中においては、世界的な経済危機や、東日本大震災
及び原子力発電所事故といった、私たちがこれまでに経験したこと
のない大きな災害がありました。

　震災から５年が経ち、集中復興期間の終了も目前となっておりま
すが、本市においても未だ多くの避難者の方々が不自由な生活を送
られていることに、改めて沈痛な思いを抱くものであります。

　原子力発電所事故による風評は未だ消え去らず、本市の基幹産業
にも影響を与え続け、また、半導体工場の再編といった雇用に影響
するような事態が生じております。こうした状況に適切に対応し、
一刻も早く市民の皆様の安心と生活の安定を確保するとともに、将
来に向けた力強い地域社会をつくっていくための取組を加速させな
ければなりません。

　こうした中、本市においては、「スマートシティ会津若松」を標
榜した様々な取組をはじめ、昨年お示しした「会津若松市まち・ひ
と・しごと創生人口ビジョン及び総合戦略」に基づく各種事業につ
いて、市民の皆様、市内外の事業者の方々とともに進めているとこ
ろであります。

　これらは、これからの新たな会津地域をつくる布石となるものと
考えており、様々な革新的な技術や方策を取り入れながら、「進化
する戦略」を打ち立て、実践していくことで、力強く安定した地域
社会を再構築してまいります。

　その中で、平成27年度は「地方創生元年」というべき年でありま
した。

　４月に策定した「会津若松市まち・ひと・しごと総合戦略」に基
づき、子育て支援と子どもの学力向上に向けて、未就学児や児童生
徒に図書券を交付し、また、「あいづ食の陣出陣券」による会津の
食の魅力向上を図るなど、単なる消費喚起に留まらない独自の施策
を実施いたしました。

　さらに、古民家を利用した体験型サテライトオフィスの設置や、
ＩＣＴを活用した農業である「スマートアグリ」の実証を進めるな
ど、多様な働き方や新たな生産のあり方の提案、さらには、鶴ヶ城
やまちなかへのＷｉ－Ｆｉ整備、そして、地域情報ポータルサイト
「会津若松＋（プラス）」及び「マイポスト」の開設など、本市を
訪れる方や市民の皆様の快適性、利便性の向上に向けた取組も進め
てきたところであります。

【これまでの成果と平成28年度の市政運営の考え方及び取組】

　このような取組や成果を踏まえ、平成28年度は、第７次の「総合
計画」を策定し、新たな本市のまちづくりの指針を皆様にお示しす
る年であります。

　これまでの10年間の市政を総括するとともに、「スマートシティ
会津若松」や地方創生の理念を踏まえながら、皆様と共に未来の計
画となる総合計画を作りあげ、将来に向かって夢のある会津若松市
の創造につなげてまいります。

　また、次年度においては、特に次の４つの柱を掲げ、市政運営に
臨んでまいります。

　（子育て・人材育成）

　１点目は、将来をつくる子どもたちの育成についてであります。

　スポーツや音楽分野における全国大会への出場、さらには、昨年
11月のふくしま駅伝における子どもたちの姿は記憶に新しく、素晴
らしい活躍でありました。

　これからの会津、日本、そして世界をつくるのは子どもたちであ
ります。その可能性は無限であり、大きな希望と未来が開かれてお
ります。

　今年度は、鶴城小学校の校舎及び屋内運動場の建替が完了し、１
月より子どもたちに新たな学習環境を提供しているところであり、
次年度においても、各学校施設の耐震化、（仮称）河東学園中学校
の整備といった、子どもたちが安全に安心して学ぶことのできる環
境を整えてまいります。

　また、新たな視点から、子どもたちの学力向上を図るため、「国
際的ふるさと会津創生基金」を活用した中長期的なプログラムを構
築してまいります。

さらに、高等教育支援について、様々な資格取得の課程を持つ市
内の専門学校等の利点を生かし、例えば資格取得後の地域内就労や、
各種専門学校等と連携した進学支援を進め、地域内における人材の
育成と若者の地元定着につなげてまいります。

　子育て支援につきましては、これまで実施してきた子ども医療費
の18歳までの無料化や、保育所、幼稚園、認定こども園の利用にお
ける多子軽減策を継続するとともに、幼稚園の長時間預かり保育の
実施や認定こども園に移行するための支援を行ってまいります。

　また、子育てに絵本の読み聞かせを取り入れ、親子のコミュニケ
ーションの充実を図りながら、幼児期から読書の習慣を身につける
ことができるよう、乳児を対象とした絵本の配付に取り組んでまい
ります。

（産業の活性化）

　２点目は、産業の活性化と地域を担う人材の育成及び確保であり
ます。

　企業誘致はもとより、ＩＣＴ関連産業の集積、農業や地場産業の
魅力の発信と後継者育成等に取り組むことにより、重層的な産業構
造を構築し、景気に左右されにくい、持続的な地域経済の形成を目
指してまいります。

　まず、企業誘致につきましては、昨年、全６区画に立地が決定し
た河東工業団地に続き、本年完成予定の徳久工業団地を有効に活用
するとともに、既存企業の工場の増設等への支援などを通じ、雇用
の確保に積極的に取り組んでまいります。

　また、本市の持つ行政データのオープン化を一層推進するととも
に、会津大学等におけるアナリティクス人材の育成と併せ、ＩＣＴ
関連産業の集積を進めることにより、地域における新たな雇用の場
の創出と若者の定着を促進してまいります。

　さらに、地場産業においては、会津漆器における後継者の育成と
自立支援を図るとともに、ブランド力の向上と販路拡大、すなわち、
売れる商品づくりにつなげていくため、首都圏での展示会出展への
支援をはじめ、異業種間連携の一つとして、航空会社と漆器活用の
研究に取り組むなど、魅力ある地場産業とすることで、新たな活用
を拡げてまいります。

　農林業分野につきましては、引き続き、間伐材を有効利用するな
どの、豊富な森林資源の保全と活用を図る取組を支援してまいりま
す。

また、「あいづ食の陣」による地元産農産物の利用拡大と地産地
消を推進する取組を継続し、さらに、会津米の品質向上対策や酒造
好適米の生産拡大といった、売れる米づくりの推進、フレコンスケ
ールの導入による稲作の低コスト化、アスパラガスなどの振興作物
の生産拡大に努めてまいります。

　こうした取組とともに、ＩＣＴを使った農業生産の普及を推進し、
これまでの技術を継承しつつ、より効果的、効率的な生産を行うこ
とにより、生産者の負担軽減と経営の安定を図り、収益性の高い農
業経営への転換を推進し、さらには、ＴＰＰへの対応を見据えて、
農業の魅力と可能性を向上させ、新規就農者や後継者の育成に努め
てまいります。

　また、農産物の適正な価格の形成機能を担う公設地方卸売市場に
ついては、指定管理者制度を導入し、より効率的な施設管理を行い
ながら、市場関係事業者とともに活性化プランの取組を進めてまい
ります。

（観光・交流人口の拡大）

　３点目は、交流人口の拡大についてであります。

　昨年は、鶴ヶ城天守閣が再建されて50年という記念すべき年であ
りました。春のふくしまデスティネーションキャンペーンをスター
トとして、「會津十楽」の開催や阿弥陀寺御三階の特別公開など、
行政、関係団体、事業者、そして市民の皆様が一丸となって取り組
んできたところであり、こうした「動き」が、ＪＲ東日本の「ＴＲ
ＡＩＮ(トラン)　ＳＵＩＴＥ(スイート)四季島」の停車駅とし
て会津若松駅が選定されるといった、大変うれしい話題につながっ
たものと考えております。

　次年度は、今後10年間の観光振興に係る「第３次観光振興計画」
の策定に取り組み、特に、地域をひとつの集客装置と見立て、観光
集客を推進するプラットフォームを担う観光まちづくりの推進体制
を構築してまいります。

　加えて、2020東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催
を大きな契機と捉え、私自身もトップセールスに立ち、海外選手の
合宿誘致、外国人観光客等の誘客に取り組んでまいります。

また、今年度整備したまちなかＷｉ－Ｆｉや、観光情報の案内配
信を行う「デジタルＤＭＯ」などを活用し、外国人観光客の受入態
勢の整備と情報の発信、収集、分析、事業への反映といった仕組み
づくりを進めてまいります。

併せて、本市での開催が決定している平成29年度の南東北インタ
ーハイへの対応、スポーツ大会やコンベンションの誘致、教育旅行
の回復に努め、グリーンツーリズムはもとより、産業観光や視察観
光など様々な目的での本市への来訪と「観光」を結びつけた取組を
進めてまいります。

　さらには、本市らしいまちづくりを推進するため、その基本とな
る景観計画の策定と景観条例の改正を進めるとともに、商店街の新
たな魅力づくりに向けた整備への支援、本市の玄関口となる会津若
松駅前の公共基盤の調査、会津若松駅中町線の整備などを進めてま
いります。

　こうした事業を通じて、本市の魅力を向上させ、交流人口の拡大、
まちなかの活性化につなげてまいります。

（市民生活の安全・安心の確保と市民福祉）

　４点目は、市民生活の安全、安心の確保と市民福祉についてであ
ります。

　本市の将来に向け、市政全体を見据えた中で、地域の課題や要望
について、地域と協働して適切に取り組み、効率的で便利な市民サ
ービスの提供、一人ひとりに寄り添ったきめ細かな市民福祉の増進
に努めてまいります。

まず、市民生活の安全・安心につきましては、高齢者等の交通弱
者や通学者の移動手段として重要な、公共交通に係る「地域公共交
通再編実施計画」の策定を進め、市民の皆様の生活や外出を支える
公共交通の再編に取り組んでまいります。

また、近年、社会問題化している空家等の対策について、昨年、
地区の皆様の協力により実態把握に努めてきたところであり、これ
を踏まえ、空家等対策計画策定の中で、適正に管理されていない空
家等の対応策や支援策を検討してまいります。

加えて、耐震促進計画の改定により、建築物の耐震化のより一層
の促進を図る一方、公共施設につきましても、公共施設等総合管理
計画の策定を通じ、その更新や管理運営についてマネジメントを行
いながら、橋梁や下水道、公営住宅、公園施設等の長寿命化を図る
とともに、引き続き、道路の除雪や舗装修繕等の適切な維持管理に
努めてまいります。

さらに、滝沢浄水場の改築工事を計画的に進めていくとともに、
安全で安定した水の供給を図るため、今般改定する水道事業ビジョンをはじめとして、積極的に情報を公開しながら、水道事業経営につい
て皆様と共有してまいりたいと考えております。

　次に、市民サービス向上の基本となる窓口サービスにつきまして
は、これまで、窓口のレイアウト改善やＩＣＴの活用による住民票
の写し、印鑑登録証明書等の申請手続きの簡素化、コンビニ交付の
メニュー拡大などに取り組んできております。

加えて、次年度から、納税についてもコンビニエンスストアやゆ
うちょ銀行で納付ができるようにすることで、納税者の利便性を向
上させるとともに、本年１月に利用が開始されたマイナンバーにつ
いて、個人番号カードの交付事務を円滑に行い、これらのサービス
の一層の充実を図ってまいります。

一方、市民福祉の向上にあたっては、これまで、地域福祉計画策
定に係る地域懇談会等を通じて、各地域の実情や課題を明らかにし、
地域の皆様や関係機関、行政がそれぞれの立場で果たすべき役割の
必要性について、議論を深め、認識を共有してきたところでありま
す。

計画の初年度となる次年度においては、地域福祉の考え方につい
て、引き続き普及啓発を図りながら、地域の皆様と行政、関係機関
等との協働による支え合いの仕組みの構築を進め、これまでの制度
や取組では解決が困難な様々な生活課題、福祉課題の解決に努めて
まいります。

高齢者福祉につきましては、住み慣れた地域で安心して暮らし続
けられるよう、地域包括ケアシステムの構築を目指し、その核とな
る総合事業を平成29年度に円滑に移行するためのモデル事業を実施
し、多様な実施主体による多様なサービスの提供を目指してまいり
ます。

　また、障がい者福祉につきましては、地域生活支援コーディネー
ターを配置し、グループホームの体験利用等の各種サービスの調整
に当たるなど、障がいのある方が地域において自立した生活ができ
るよう支援してまいります。

　こうした施策を通じて、本市における「ひと」の動きを活発にし、
多種多様な「しごと」を創出するという「ひと」と「しごと」の好
循環を生み出し、子どもやお年寄り、若者など、誰もが安心して快
適に定住できる持続可能な「まち」を目指してまいりたいと考えて
おります。　　

【結び】

　以上、平成28年度の市政運営における主な事項について申し述べ
たところでありますが、地方創生は、行政が行う事務事業だけでは
成し得ないものであります。

　市民の皆様をはじめ、商工業の各事業者、金融機関、大学といっ
た、本市に住み集い、活動されている全ての皆様が、それぞれの活
動に精励し、また、互いに連携して取り組むことが重要であり、住
民自治においても、地域課題に対して、地域と行政、関係機関等が、
互いに知恵と力を出し合っていく協働の取組を積み重ねていくこと
によって、地域活力の再生が図られ、「会津創生」につながってい
くものと確信しております。

　昨年、私は「我より古（いにしえ）を作（な）す」という言葉を
用い、新しい分野で後の先例となるものを作りだしていくという気
概を持って施政に臨んでいくと申し上げました。

　改めて、この気概を持っていかに実績を積み上げていくかに向け
て、地道に取り組んでいくことの大切さとその行動規範ともいえる
「四耐四不訣（したいしふけつ）※」の思いを胸に、「子どもたち
が夢と未来を持つことができるまちづくり」、「地域経済を活性化
し若者に働く場をつくる」、「お年寄りや障がいのある方に生きが
いと安心をもっていただけるまちづくり」を実現し、持続可能な地
域社会を構築してまいりたいと考えております。

何卒、市民の皆様並びに議員の皆様におかれましては、引き続き
市政運営について、一層のご支援とご協力を賜りますよう心から念
願申し上げます。
※曾國藩（中国清代末期の軍人・政治家）が説いた言葉。人間とし

ての基本から離れず、生業を重んじ、隣人を愛し、怠慢利己を恥じ

て地道にやっていくことが大事であるということ。
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